
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産後ケアの支援と産婦検診の拡充 

子どもの体力向上プロジェクト 

私立幼稚園入園料補助 

放課後クラブ開所時間延長 

中学生への学習支援など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家計は苦しい…。市民・企業・行政でごみの

減量についてもっと話し合い、ごみ袋の値上

げはストップしてほしい。 

 

 

 

子どもの貧困対策として 

 

 

 

 

 

 昨年の市長選での論戦から市民に寄りそう政策が少しずつ実現してきました。 

 しかし、高齢者問題などまだまだできることがたくさんあるはず。 

これからも、「だれもが住みよい街大府」になるよう、私たち市民の願いを市政に求めていきましょう！ 
  

子どもをもつ親としては、助

かるわ～。 

子どもは未来の社会をつくる

宝物。大切にしたいわ。 

 

せっかく引き上げたんだから、就学援助

（教材費や給食費を支援）の拡大につい

ての周知を徹底して、必要な世帯が受給

できるようにしてほしいわ。 

それから、入学準備金は入学前に必要な

んだから、５月の支給では遅い。入学前

がいいんじゃないかな。 

 

平和を伝えていくことって大

切よね。 

市民の行う平和イベントにも

市として積極的に後援・協力

してほしいな。 

 

一番身近で切実！ 

それなのになかなか

やってもらえなかっ

たのよね。嬉しいわ。 

民間保育所を誘致するため、施設整備に対して補助をするそうだけれど、親の

願いは安定した運営と質の高い保育が行える公立保育園の新設。 

企業誘致のために、健康産業ゾーン内に約 5,000 万円か

けて水道管の整備を終えたばかり。企業誘致のために土

地利用調査費をさらに1,000万円。 

市民の多くは多額の税金を投入してまで新駅

が必要とは考えていないのでは？ 

今こそ、計画を白紙にもどし、市民のく
らしに密着した有効利用を考えよう！ 

開発ではなく、食と農のための

農地の保全・健康のための緑の

保全を優先して。 

 


